












     [要約」  食生活指導の効果を判定する基準として 2つの方向からの検討を行なった。

個人指導は健診の結果、生活状況、食習慣調査をもとに摂取食品の目標量を目安として、

母と子に指導した。集団指導は幼児を対象とし、テープルマット、双六ゲームを用いて遊

びを入れた学習を実施した。肥満度などの身体症候の変化は認められないが、食事摂取の

改善及び保護者の意識の変化かみられた。


